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（目的） 

認知症介護実践者等養成事業（認知症介護実践リーダー研修、認知症介護実践者研修）で

実際に使用されたテキスト（パワーポイント・配布資料）等を収集し、内容の要約化とデータ化に

よって、研修内容の比較分析を試み、認知症ケア研修の標準化に資する基礎的資料を提供す

ることで、今後の認知症ケアの研修体系構築の一助とする。 
（概要） 

47 都道府県･20 政令指定都市から、平成 24 年度使用の研修テキスト・募集要綱･カリキュラ

ム表等を収集し、そのうち研修実施 137 団体の提供テキスト 187 種類に基づいて、「研修実施

体制と定員、受講料、テキスト種類」などを、また 47 都道府県 97 研修に限定して、「研修シラバ

ス･講義計画書の記載内容、標準教科の実施状況、研修日数・研修時間、標準教科ごとの使用

キーワード」などを整理し、都道府県別の差異や傾向を分析した。その後、認知症介護研修の専

門家・識者による討議によって、課題・問題点、並びに今後の認知症ケアの研修体系に資する

提案と次年度以降の取り組み案について検討し、とりまとめを行った。 
「現状の課題･問題点」は、(1) 自治体･研修実施団体間の格差、(2) 講師間の格差、(3) 受

講者間の格差、(4) 研修内容の重複やばらつき、(5) 介護現場ニーズへの対応、(6) 受講者･

所属機関の負担の大きさ、(7) 加算要件等の公平性に対する疑問、(8) 受講者評価の未実施、

の大きく 8 項目にまとめた。 
一方、「新しい研修体系のあり方の検討と今後に向けた提案」として、(1) 研修体系･カリキュ

ラムの見直し、(2) 標準テキストの見直し、(3) 研修内容の絞り込み・重点化、(4) 研修形態・日

程の見直し、(5) 自治体の研修実施支援、(6) シラバス案の作成･提示、(7) 受講希望者の選

別･能力評価の導入、(8) 統一的な研修測定の実施、の 8 項目を提案した。その後、委員長を

中心に、「新カリキュラム案（暫定版）、シラバス記載項目案、シラバス雛形案」の作成を行った。 
（評価と課題） 

本調査の主な分析資料は、提供された研修テキスト（１自治体に付き１研修１冊）に限定して

おり、自治体・教科によっては未提出資料も少なからず存在するなどの問題を含んでいる。また、

『優秀な講師は、テキスト記載内容だけでなく、受講者個々の知識･スキルレベルや反応に応じ

た指導を行う』ことも合わせると、決して精度の高い分析とは言えないかもしれない。しかし、その

ようなマイナス面を考慮しても、限られた時間･予算の範囲内で、全国レベルでの認知症介護実

践者等養成事業の研修実態や問題点･課題を多視点から明らかにすることができたという点で

重要な意味を持つものである。 
今後、新カリキュラム策定や標準テキスト作成の遂行においては、既存の研修講師・自治体の

研修事業担当者の意見･要望も積極的に聴取・取り入れて行うべきであろう。 
（今後に向けて） 

今後の活動に向けて、(1) カリキュラムの抜本的見直し、(2) シラバスの作成、(3) 標準テキ

ストの開発、(4) 認知症介護指導者に対する研修、(5) 研修方法の見直し、(6) 改訂に向けた

今後の日程、(7) 新たな認知症介護研修の期待される効果の 7 項目について、検討・整理した。

平成 26年度は、年度初めより、新カリキュラムの科目作成から、シラバスの作成、テキスト執筆へ

と段階的に進め、年度後半には、指導者養成研修の新カリキュラム作成とシラバス作成に着手し、

平成 27 年度早々には、新カリキュラムに対応した指導者養成研修フォローアップ研修を開始し

たい。 


